





H16年度の研究では，学習指導要領における学習内容の厳選，学び方や調べ方の学乱作業的，体   
験的な学習や問題解決学習など，生徒の主体的な活動をよりいっそう重視するという観点から，次の   
ような視点で授業実践をおこなった。一つは，社会科の地理的，歴史的テ 公民約分野のそれぞれの目   
標である「多面的。多角的に考察し，公正に判断するとともに適切に表現する能力と態度を育てる」   
といわれる点から，「様々な情報から，事実は何かを客観的に考える能力，適切に表現する能力」を目   
指すことにした。もう一つは，「見取り評価」を行った際，「適切に表現する能力」は学年を追うごと   
についているように見受けられたことから，発達段階と「適切に表現する能力」との関係を見ていく   
ことにした。実践研究の初めに，実践を進めていく上で「中学1年～3年までの発達段階において思   
考力・表現力は学年が上がるにつれて徐々に力がついていく」という作業仮説を立てた。そのあと研   
究実践を進めた結果，思考力については「学年があがるにつれて，徐々に力がつく。1年と2。3年   
生の間に節目があるように感じられた。」という考察結果が出た。また，表現力については「学年があ   
がるにつれて，徐々に力がついていく。1年と2。3年生の閤に節目があるように感じられた。課題   
によっては個人差が見られない。」といった考察結果が出た。この考察結果を踏まえ，表現するときに   
は，必ず資料を読みとるなどして自分なりに考えをつくる作業（判断する場面）が行われているので   
はないかと考えた。この結果を踏まえて，昨年度は，この「自分なりに考えをつくる作業（判断する   
場面）」に視点をあて，「問題解決のための判断力の育成」というテーマで研究実践を進めていくこと   
にした。1年生は「課題を分析したり，整理したりする思考力」や「考えたことを形に表す表現力」   
はまだ十分・ではないと思われる生徒が多いと思われたため，課題を分析。整理する授業や考えたこと   
を形に表す授業を計画し，実践した。2年生，3年生は徐々にではあるが思考力。表現力がついてき   
ているという段階であると考えた。したがって，「問題解決のための判断力」を育成するためにグルー   
プによる話し合いや，ディベー トなどを取り入れた，授業を展開した。ただ，このような授業ではど   
うしても，「AかBか」という選択をせまるものが多くなってしまう。どちらかを選択をするための判   
断力もさることながら，実際の世の中では，歩み寄りできる部分をどう考えるのかという判断力も必   
要であると考え，合意形成という取り組みを行った。このように中学校の1年生と2，3年生でこの   
ような授業をしていこうと思う反面，小学校での学習活動に置いて，生徒がどのような能力を持って   
いるのかを知る必要があると感じられた。  
（2）今年度め研究  
このような流れを踏まえて，昨年度，合意形成において他の意見を参考にしてよりよく問題解決を   
めざしていく姿勢は，今年度の研究テーマである「コミュニケーションカを高める実践研究」と結び   
つくところがあると思われる。昨年度，生徒がどのような能力を持って中学校に入ってくるのかを知   
る必要があると感じたこと。さらに，研究部からの前文にもあるように，ここ数年，本校は小学校と  








詳しい実践については，このあとの各学年の実践にふれてあると思うが，異学年交流を進めていく   
上で森敏昭先生（広島大学大学院教授）から次のようなアドバイスをいただいた。一つは，研究授業   
だけの異学年交流にしないこと。すなわち，異学年交流においてナ1時限内で何をならうのか，課題   
をどうするのか，そのことは大事ではあるが，やほり交流に至るまでのプロセスが一番大切であるこ   
と。社会科として3年間で1つのテーマを作って，そのテーマにせまるための方法として異学年交流   
を設定 する。二つ目に，異学年交流はいつも1時限設定しかナればいけないのではなく，授業の初め   
の10分ほど，確認の時間をとるだけでもよいということ。三つ目に，可能であれば，1年生～3年生   
のすべてが入っている珪を作り，「インタビューに行く」などの共同的な問題解決を行うとよいという   
こと。四つ目に，異学年交流は異校種間交流のノウハウになるということ。  
このようなアドバイスのもと，昨年度の合意形成とのつながり（コミュニケーションカの育成）を   
持たせながら，異学年交流に取り組んでみた。  
（朝 異学年交流を行う上で心配された点  
異学年交流を行う上で事前に配慮すべき点として，上級生が下級生よりも学力的に力不足だったと   
きにどのように対処していくかということである。このことについて，課題に工夫していく必要があ   
るのではないかと感じた。（3）で森先生がいうところの「共同的な問題解決を行うような課題」を設定   
していく必要があると思うが物理的に難しい面もある。今回の異学年交流の実践に置いてタ1年生と   
3年生の交流の場面で，思うように作品を仕上げられなかった生徒が，交流授業の時間に保健室へ   
行ってしまうということが見られた。コミュニケーションカを高めるための異学年交流であったが，   
せっかく取り入れたその交流で上級生が自尊感情を損なわないように配慮する必要は十分あると思わ   
れる。生徒指導の面からもこれからの大きな問題点であると感じた。  
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2．一年生邸実践から  
（1）はじめに  
これまでの研究の流れにも触れているが，本校の研究テーマが，一昨年までの「発達段階を見据え   
た［確かな学力］の探求」を踏まえた上で，昨年は「問題解決力」に視点を当てることになったこと   
を受け，社会科でも一昨年までは確かな学力の中の，特に「表現活動」イ表現力育成」を通じた発達   
段階の違いを見ようという取り組みから，昨年は「問題解決」につながる取り組みへの変更が求めら   
れ，社会科では「選択」していく「判断力」が必要ではないかと考えた。ただし，選択だけでは将来   
の職業の上で，あるいは地域社会を生きていく中で十分な「公民的資質」があるとはいえないのでは，   
という観点から，すでに昨年より「合意形成」ということに目を向け，互いの意見を交換し合う中で   
歩み寄りできる部分や互いに妥協していく部分を作っていくことを課題とした。そうした意味ではす   
でに「問題解決」のための「コミュニケーションカ育成」に取り組んでいたとも言える。  






力を養えばいいのではか－かという考え方である。これはまさに目からウロコの様な発想であり9 昨  













（2）異学牢交流め取り組みと考察   
1年生は5月早々に3年生と歴史的分野で，7月には2年生と地理的分野で交流授業を行った。そ   
れぞれ授業内容の詳細についてほ，2年生－3年生の取り組みの中に記載されているので，そちらを   
参照願いたい。ここでは1年生の側から感じた考察のみまとめたい。  
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① 教える姿と教えられる姿のあり方にコミュニケーションの基本を見る。  
異学年交流を行って一番良かった…効果的であったと思われたのが，集中力の高まりである。当   
たり前のことなのだが，普段の教室ではいつものメンバーで馴れ合いになってしまい集中しづらい   
環境で学んでいる着でも，初対面の先輩を目の前にして学習するのほ緊張感が伴う。ましてや3年   
生との授業の際には自分のレポートを発表するのである。適格なアドバイスを言ってくれる先輩に   
対し，それを真剣に聞く1年生という様子は，緊張感や集中力のある授業になっていったし，2。   
3年生にとってもやり甲斐を感じる取り組みになったと思われる。  
残念なのはどうしてもカリキュラムの都合上，どちらの学年とも1皮切りの取り組みに終わって   
しまったことである。せめて2～3回を続けて何らかの積み重ね。共同製作的な活動が出来ていた   
ならと悔やむところである。  
② 広くたくさん調べることは上手な1年生，的を絞った要点をつかみ，考察が得意な上級生。   
1・3年生の交流を見ていて，また評価表を見ていて気づいたことは，決して1年生も単なる調   
査活動ならば上級生に引けをとらないということである。以前であれば調べるというスキルそのも   
のも差があったのかもしれないが，インターネットなどが普及した現在，単に調べることそのもの   
は，むしろ「調査意欲」に比例しているのかもしれない。しかし，格段に違いを感じ，実際に1年   
生も自分たちの非力さを感じたのが，調査結果から考察などを読み取る能力である。  
次ページに添付した「レポート発表評価表」は，実は1年生の中ではかなり学習能力的に劣り，   
かつ日頃は学習活動もいい加減な男子生徒の評価表であるが，こうした生徒が上記のような点につ   
いてしっかり考えていることに着日したい。  
③ 2年生との共同作業では，受け身的な態度に偏りがち。  
7月の2年生との交流授業は「主題図」を一緒に書くというある面共同作業をテーマにしたもの   
であったが，こうした場面では残念ながら1年生は先輩ら三対して完全に受け身になっている様子が   
見られた。なかなか1年生の側から主張し，学習をリードするのは難しく，2年生の様子を伺うよ   
うになるが，そんな中で2年生側の説明が稚拙であったり，決定することに優柔不断な場合は，な   
かなか活動そのものが進まないという状況が見られた。「先輩に学ぶ姿勢」と「共に学習を作る」姿   
勢の両方が必要であるところに難しさも感じた。  
（3）その他の取り組み   
1年生には毎年夏休みの宿題として「世界旅行パンフレット」を作成させている。以前までの地理   
の教科書には紹介されていながら，今年度の教科書からは姿を消したこの取り組みであるが，1年生   
の地理の当初の内容である「世界のすがたとさまざまな地域」を学ぶ上で非常に役に立っている。し   
かも，こうした調べて，まとめる活動は1年時に集中して実践させることで，今後2年生以降の社会   
その他の活動に大きく貢献していると感じる。  
添付資料として付けたこの作品は実際はカラーの素晴らしい出来映えのものである。表紙なども大   
変きれいに仕上げており，現在の中学1年生のパソコンの使いこなしにも感心させられる。ただし，   
前述したように，作品を仕上げてからの考察はとても甘く稚拙なものでしかない。こうした面が今後   
本校1年生の課題であろうと思われる。  
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凱 2年生の実践  
（1）はじめに  
今年風金沢大学教育学部の社会科教科教育法の授業を1コマ担当させていただいた隠 感じたこ   
とがあった。それは，授業中の私の話の内容に対して，日頃接している中学生に比べて，大学生は反   
応が小さかったことである。講義の内容が伝わっていないのかと，とても不安になった。そこで，授   
業の中頃に「私の話の内容はわかりにくいですか？」と学生に聞いてみた。すると，多くの学生は首   
を横にふったりして，「わかります」と反応してくれた。その後は，領きながら話を聞いてくれる学生   
が出てきた。  
この大学での授業を通して，次のことを学んだ。   
① 講師である私と学生たちは初対面である。このような人間関係で，物事を伝達する場合，できる  
だけわかりやすく，ほっきりと伝える準備が必要であること。   
③ 自分の伝えたいことが相手に伝わっているかどうかを確認し，伝わっているとわかると安心でき  
ること。   
③ 短い時間の中においてもタ よりよい人間関係を築く努力が大切であること。   
この時の「学生さん達は，私の話を理解してくれているのだろうか，不安だなあ。」という気持ちと  
同じような気持ちで，生徒が授業中の発表活動をしているのかもしれない。   
上記の3つのことを念頭におきながら，今年度の社会科の研究テーマ「問題解決のためのコミュニ  
ケーションカ育成」に沿って授業を組み立てていくこととした。   
2年生では，1年生との異学年交流授業の実践を地理的分野で行った。  
（2）ア月の研究授業 指導案  
1年1組  社会科学習指導案  
2年1組  2006年7月7日（金）第2限  
指導者 西野 智之（場所1の1）  
石田 了子（場所 2の1）  
1，単元名   1年「都道府県の調査」   2年「世界の国々の調査」  
2，目標と評価の観点  
（1年生）   
。主題図の描き方について興味。関心を持ってレポート作成に取り組むことができる。  




とができる。   
。異学年との交流を通して，実際に統計資料について分析したことを，主題図上にわかりやすく表現  
することができる。  監資料活用の技能。表現ヨ   
。異学年との交流を通して，主題図についての理解を意欲的に探めることができる。  
匿社会的事象についての知識。理解ヨ  






。自ら設定したテーマに沿って調査・まとめたレポートについて，聴く側に伝わるように発表するこ   
とができる。  
。異学年との交流を通して，実際に統計資料について分析したことを，主題図上にわかりやすく表現   
することができる。  監資料活用の技能。表現選  
・異学年との交流を通して，主題図についての理解を更に績めることができる。  
匿社会的事象についての知識。理解ヨ  
3，指導計画および評価計画（総時数1年生6時間 2年生6時間）  
2 年 生   
第1時 ガイダンス   
主題図について（良しi主題図の条件・利便性）  
第2時 課題を設定してドイツの特色を調べよう  
第3時 資料を収集して追求しよう。  
第4時 テーマに沿った主題回を作ろう。  
第5時 クラスで発表。  
1 年 生  

















第3時 課題を設定して東京の特色を調べよう  
第4時 資料を収集して追求しよう。  
第5時 テーマに沿った主題図を作ろう。  
第6時 発表  
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4，本時の学習（2年生は6／6時 1年生は2／6時）   
○題材  主題図を措こう   
○目標  異学年との交流を通して，主題図についての理解を意欲的に緩め，実際に統計資料につい  





異学年との交流を通して，主題図についての理解を意欲的に探めようとしている。   
○本時の展開  
学習活動。内容   教師の指導・支援及び留意点   評価規準（☆）および方法い）   
。2年生の代表がドイツ  。2年生に対しては下記について説明できるよ  





者に統計資料を分析して，主題図を措いてみよう   
・4種類の統計資料からグ  ・1グループ6名   ☆統計資料について分析   
ループで1種類選び，1   1年生3名・2年生3名   したことを，主題図上   
年生と2年生が一緒に分  。4種類の統計資料は教師が準備する。   にわかりやすく表現し   
析し，記録用紙に記入す  。分析したことを記録する用紙を準備する。  ている。   
る。  ・記録用紙  
。主題図を描くための地図を準備しておく。     ・分析をもとに，1年生と  
2年生が一緒に主題図を  。どのような主題図を措くか，アイディアを出   
製作する。   し合い記録する用紙を準備する。   
・全グループの完成した主  咽他のグループの主題図の工夫点を見つけなが   
題図を黒板にはり，見る。  ら見ることを促す。   
。感想を書く。   監1年生ヨ   ☆異学年との交流を通し  
主題図についてしぼっ  。2年生と交流授業したことによって学んだこ  て，主題図についての   
て書く。   とを書く。   理解を意欲的に探めよ  
。都道府県調べで，どのように主題図を作成し  うとしている。  
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（3）（2）の指導案について補足   
（2）の指導案（単元）のまとめである本時，1年生との異学年交流授業では，1年生3～4名と2年   
生3～4名で1グループをつくり進めた。グループでは，2年生が「ドイツレポート」について発表   
し，主題図とはどのような地図なのかを1年生に伝える。その後，グループで統計資料を分析して主   
題図を完成させる。このまとめの授業で，2年生が1年生を先導できるように，事前に次の支援を重点   
的に行った。   
①主題図をレポートに取り入れる利点を理解し，主題図作成の方法を身に付けるための支援。   
②人間関係の浅い1年生に，レポートの内容や主題図について伝えるための初歩的な発表方法の支援。   




組  番名前  
八 ???
・・‥…・・・ 内に貼って＜ださい。  
で、一番下の欄置奮いて、提出して＜ださい  
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如卑固ヰ車扱年号マて⊥揺ヰも戦陣。て－一年机ボ瑚                                                                                                                                                                                                                                           l  
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ノし－・－’、、 芸「，、．モ顎象しぃるためド1、ソり如書軒叫絶島が、移しlそ：範」ヒ、弛酎砧                                                                                               ／ラ  
ー36－   
本時の異学年交流授業のふり返りシートより  





ゝ没こ、のにし誕うか恵よ潮静単にでき竃人   
l‾▲‾′動こ．■J、ノ1  
げく軋も0  心が－∃  
終ゎ、仁ヒ鞄う。  
「伝わったと思う」と書いた太は、どの▲ようなことが1年生によ＜伝わったと思いますか？どうし  
わったと思いますか？   








太さ、＼もり 帰一順ド書いて、－く主題離けフこうヰどもてせち¢   
包も絶ぐSいしか舶棺くて亀免軋た謬静々作竃こセガでき葛◎  
・この時問をふり返って、自由に奮いて＜ださい。   
青海飽の骨きお㌔†桓（て上脊く覿酎雲務雨て竜艶しかったロ   
で射年生かう耶ごtニ、ヒ（郎稲乳新年ヒか・づモ義っ如で 
、   
よ宣＼七て乳う¢  観い韓断て－主題駅縛引二＼息鰐紬触りも色射†   
で昨フた女が臥、。   
ヒリあえ甘、咽馴槽こ卜軒牌虹綴帰拍軋翫慨  
ー37一   
（4）実践後の感想と考察   
（1）の大学の授業から私自身が学んだ①～③を念頭に授業を組み立ててきたが，これに沿って，今回の   
異学年交流授業における生徒の様子を分析したい。   
① 講師である私と学生たちは初対面である。このような人間関係で，物事を伝達する場合，できるだ  
けわかりやすく，はっきりと伝える準備が必要であること。   
「講師である私と学生たち」と「2年生と1年生」。どちらも人間関係が希薄である。異学年交流の   
授業後の生徒のふり返りでも，「主題回について伝えたいことが伝わりにくい。」「同じ学年だと伝えや   
すいけれど，学年が違うと伝えにくい。」「お互い遠慮してしまったなあ。」「超パニクった。（パニック   
になった）」という感想が多く見られた。このことばある程鼠生徒自身も予想し，発表練習では1年   
生にもわかるやさしい言葉を選んだり，「1年生の頃は，今持っている知識がなかったから，どうやっ   
て説明したらわかってくれるかな？」と考えていた。しかし，実際1年生を相手に伝えてみるとその   
ことを改めて実感し，準備の必要性を感じたようである。  
② 自分の伝えたいことが相手に伝わっているかどうかを確認し，伝わっているとわかると安心できること。  
異学年交流授業のふり返りシートより，「主題図のいいところがしっかりと伝わっていることがわ   
かってよかったです。」「学年が違うと伝わりにくいけれど，工夫して伝えて伝わるとうれしい。」「自   
分の伝えたいことをしっかりと発表していけば伝わるということがわかった。」という生徒の感想が約   
半数あった0ふり返りシートの「主題図について，どうしてよく伝わっキと思いますか？」の項目に   
は「私たちの言うことに反応してくれた。質問してくれた。」「私たちが敢えてあげた良い主題図の条   
件についてメモしてくれていた。」「実際に主題図を1年生と措いているときにスムーズについてきて   
くれた。」などが善かれていた。「伝わった！！」という実感が次の意欲へとつながると感じた。  
しかし，「伝わらなかった。」「ちゃんと伝わったか心配。」という感想を書いた生徒も多かった。1   
年生への発表前の練習で，同じ学年の2年生からの反応を見発表練習を聞いてくれた2年生からア   
ドバイスをもらっていたが，異学年の1年生の反応は，良く知っている2年生より小さかったり，   
違っていたりして戸惑ったようである。実際には伝わっていてもそれがわからないと意欲がわかない。   
「伝わった！！」という実感を持てる手だてを考えたい。また，本当に伝わっていなかった場合の伝え   
方，初歩的な発表方法の支援も大切である。その軋主題図について1年生に伝える場面，主題図を   
措く場面において，「2年生の中でごちゃごちゃしてしまった。」という感想も見られた。事前に2年   
生のグループのメンバーで，1年生に伝えるための話し合いの場をとってあげる配慮が必要であった  
と反省している。   
「1年生のあいまいな表情に困った。」という感想があった。自分たちも逆の立場となったときに，   
どんな表情や反応で聞けばよいかわかるように，こちらで促すことも大切だと感じている。  
③ 短い時間の中ででも，よりよい人間関係を築く努力が大切であること。   
「1年生が緊張していたけれど，私たちもやわらかく受け答えができなかったので，気をつければよ   
かったなあ0」「もう少し，1年生としヤベればよかった0」「もう少しコミュニケーションをとりたかっ   
た。」「どんな相手にも伝えたいことを伝えられるようにしたい。」という感想が見られたが，このよう   
な生徒の積極的な意欲を大切にしていきたい。何度か1年生の同じメンバーと交流授業をし，人間関   
係を徐々に築いた上で授業を行うことも大切である。しかし，実際の社会では，初対面の人に伝える   
ことも多い。異学年交流授業を行うとき，毎軌違うメンバー同士で行うことにも意義があるのでは   
ないかと感じた。ジョークを言って笑いをとり，短時間で人間関係を柔らかくしている生徒もみられ，   
見習いたいと感じた。  
－38－   
〈公民約分野〉  
3年生の実践  
（り 昨年度は「表現するときには，必ず資料を読み取るなどして自分なりに考えをつくる作業（判断す   
る場面）がおこなわれていると思われる」ということから，「問題解決力のための判断力の育成」とい   
うテーマで実践をおこなってきた。その考えを作る作業の場面として「合意形成」をおこなった。  





1年4組   社会科学習指導案  
3年4組  平成18年5月9日（火）  
第3限 3－3，3－4教室  
指導者 西野 智之  
小山  均  
1．単元名1年「歴史の流れ」 3年「現代社会と私たちの生活」  
2。目 標  
（1年生）   
・生徒が自らの関心に応じておこなった作業的な活動を通して，時代の移り変わりに気付かせる。   
・中学校の歴史学習の導入として，歴史に対する興味・関心や歴史を学ぶ意欲を高める。   
（3年生）   
・高度経済成長以降のさまざまな社会的事象の学習を通して，現代社会の成り立ちを概観し9現代社  
会の特色に気づかせる。   
・調査をしたり，適切な課題を設けておこなう学習等を取り入れることにより，歴史的分野   
・地理的分野の関心を高め，主体的な学習がおこなえるようにする。  





① 社会的事象への関JL‥意欲。態度  
（1年生）   
・日本の歴史について，テーマを設定し，意欲的に学習している。  
（3年生）   
・現代社会のさまざまな事象に対し，興味。関心を高め，適切な課題を設定し，意欲的に学習してい  
る。  
－39－   
（共通）  
・異学年との交流において，知識を高めようとしたり，調べ学習におけるスキルを身につけようとし   
ている。  
② 社会的な思考・判断  





（共通）   
■社会的事象をこれまで学習してきたことに関連させてとらえたり，総合的に思考，判断している。  














4。指導にあたって   
監教材観選  
1，3年生にとって，これから歴史的分野や公民的分野を学習するにあたって興味。関心を高めるた   
めに大切な単元になると思われる。また，調べ学習を進めていく中で，生徒自らが課題を見つけて，   
追究していく主体的な学習の足がかりとなるようにしたい。そのために，調べ学習においてよりスキ   
ルの高い3年生と1年生が交流することばお互いにとって，とても刺激になると考える。  
匿生徒観月   
3年4組は男20名，女子20名のクラスで，これまでの授業は前向きに取り組もうとする生徒が多い   
ように感じられた。発言や質問も比較的多く，社会科に対する興味。関心は高い方だと思われる。し  











これまでさまざまなテーマで調べ学習を行ってきた3年生。小学校での学習をふまえながら，初め   
て歴史全体の流れの中でテーマを設定して調べ学習を行う1年生。今回の異学年交流において，お互   
いの作品を発表し合うことで，3年生は高い意識でのレポート作成，さらに，1年生のアドバイスをす   
ることで，自分を高めようとすること。また，1年生はその3年生の作品や発表にふれることで「学   
び方を学ぶ」場面となると思われる。3年生は第二次世界大戦後から現代，1年生は原始から現代と   
いう範囲で，大テーマを「生活の変化」とし，それぞれがレポートを作成することとした。交流場面   
では「調べ方」，「まとめ方」，「発表の仕方」などのスキルについても3年生が1年生にアドバイスす   
るように働きかけていきたいと思っている。  
5．指導計画及び評価計画（給時数8時間）  
3 年 生   
第一次  現代社会と私たちの生活   
第1時  ガイダンス   
第2時  テーマの設定   
第3時  調査活動   
第4時  まとめ活動   
第5時  発表の準備   
第6時  発表（異学年交流）監本時男  
1 年 生  
第一次  歴史の流れ   
第1時  ガイダンス   
第2時  テーマの設定   
第3時  調査活動   
第4時  まとめ活動   
第5時  発表の準備   
第6時  発表（異学年交流）匿本時ヨ  
6．本時の学習（第6次中の6時）  
（1）単元名 9自分の調べたレポートを発表しよう  
（2）ねらい・異学年間で学習の成果を発表する機会を設け，1年生は以後の学習に役立つ技能を身に  
つけさせ，3年生は自分で考えたり，知識を高めようとする力を身につけさせる。   
侍）評価の観点及び規準   
① 社会的事象への関心。意欲・態度  
・異学年との交流において，知識を高めようとしたり，調べ学習におけるスキルを身につけようと  
しているか。   
③ 資料活用の技能。表現  
。課題にあった資料を収集，選択，活用するとともに，学習の成果をわかりやすく表現している。  
－41－   
拗 本時の展開  
学習活動・内容   教師の指導。支援及び留意点   評価規準（☆）および方法ト）  時間   
グループに分か尋tて，発  評価プリントを配布し，本字の流れを説明   3  
表する準備を  する。  
・3年生が1年生をリードするような声かけをし  
て，発表しやすい雰囲気作りをしていく。  
自分の作品を発表しよう！  35  
☆異学年との交流において，  
する。  を区切っていく。  知識を高めようとしたり，  
調べ学習におけるスキル  
（1人発表3分＋評価1分）×8名  を身につけようとしてい  









うにする。   
発表の感想を言ってもら           発表をして，または，聞いて感じたことを  10  
う。  出し合い，交流授業を振り返る。  
・感じたこと，これからに生かせることなどを共  
有していこうとする雰囲気作りをしていく。  
評価プリントを提出して     評価プリントがしっかりと記入されている   2  
もらう。   かを確認して提出する。   
－42－   
（3）実践後の感憩を今後の課題   
今回の異学年交流はお互いに同じようなテーマで作品を作り，それを持ち寄って発表するという形   
式であった。発表後の感想を見ると，自分の作品を見て周りはどう思うのか，異学年の人たちはどう   
思うのかは，とても気になっているようだった。さらに，3年生は1年生の作品に対して，「よく調べ   
てある」「見やすい」といった感想が多かった。また，1年生は3年生の作品に対して，「内容が詳し   
い」「見やすい」「感想や考察が細かい」「資料や図が多い」「資料の丸写しではなく，自分の言葉で書   
いてある」という感想が多く，1年生の方が3年生の発表をよく観察しており，感想も細かいものが   
多かった。異学年交流のポイントとして，上級生が下級生のお手本となる，いわゆるモデリングの場   
面になったということ。また，上級生にとっては，自分の伝えたいことをしっかりと伝えなくてはと   
いう場面，すなわちコミュニケーションカを高める場面になったということ。この2点が挙げられる   
ように思う。   
今回の交流は発表の時の1時間だけであったため，発表時は確かにお互いに刺激があったが，発表   
の前にもう少し交流があると作品のできばえや，発表時のコミュニケーションカはもう少し高められ   
たのではないかと思われる。また，発表のあとに質問時間を設けて，交流を探める場面を作る必要が   
あったと思われる。ただ，この場合，本紀要の研究部から出ている前文にもあるとおり，時間割上の   
問題点はやはり大きいと思われる。さらに，異学年の教育課程のどこで交流させるのか。そして，上   
級生と下級生の学力的な逆転現象についてどう対応するのか。このあたりは，実践をくり返しながら，   
また，交流授業の授業著聞で意見を交換させながら整理していきたいと思っている。  
しかし，このような異学年交流を何度か経験させることで，「他者理解の能力」と「自己表現の能   
力」が少しずつ磨かれ，「自分なりに考えをつくる作業（判断する場面）」がスムーズに行われていく   
のではないかと考えられる。すなわち，異学年交流は生徒のコミュニケーションカを刺激する桟会に   
なると思われた。  
－43－   
